




































に,中学校では技術 ･家庭科 ｢情報 とコンピュ
ータ｣,高校で情報科を必履修科 目として設定























神奈川大学心理 ･教育研究論集 第28号 (2009年3月31日)
え,18歳未満の子 どもたちがネッ トワーク上














｢基礎的 ･基本的な知識 ･技能の確実な定着 と
ともに,発表,記録,要約,報告 とい った知















庭科 の時間数 はこれ まで通 り中学 1年 70時










た ｢マルチメディアの活用｣ と ｢プログラムと
計測 ･制御｣が必履修 とな り,時間数は変わら
ないが内容的には増えたことになる｡ここで情




(1)生活や産業の中で情報手段の果た している (1)情報通信ネッ トワークと情報モラルについ
役割について,次の事項を指導するo て,次の事項を指導する○
ア 情報手段の特徴や生活 とコンピュータと ア コンピュータの構成 と基本的な情報処理
のかかわりについて知ることo の仕組みを知ることo
イ 情報化が社会や生活に及ぼす影響 を知 イ 情報通信ネットワークにおける基本的な
り,情報モラルの必要性について考えるこ 情報利用の仕組みを知ること○
とo ウ 著作権や発信 した情報に対する責任 を知
(2)コンピュータの基本的な構成 と機能及び操 り,情報モラルについて考えること○
作について,次の事項を指導するo エ 情報に関する技術の適切な評価 .活用に



















































































































































の しくみ｣｢基本的な計測 ･制御の しくみ｣の
事項が加わってお り,内容の取扱いには,｢情
報のディジタル化の方法 と情報の量｣を指導す
るよう明記 されてい る (表 1)｡これ らは2進
法や 16進法 とい った情報表現の基本か らAD
変換,通信 プロトコルや通信速度,そしてプロ
グラム演習や ロボッ ト制御 などが含 まれてお
り,学習内容がこれ までの ｢情報活用の実践
力｣ とい う観点から ｢情報の科学的な理解｣に
大 きくシフ トしていることがわかる｡高校情報
科の中でも主に ｢情報 B｣や ｢情報 C｣で扱 っ
ていた内容が中学校技術 ･家庭科に加わったこ
とにより,これまで以上に情報教育の体系化が
強化 された と言える｡中学校で効率 よく情報の
基礎力を身につけていけば,高校情報科で始 ま
る ｢情報 と社会｣｢情報の科学｣の学習内容が
高度化 された として も十分対応で きる｡黒上
(2007)は,｢情報 と社会｣が社会学やコミュニ
ケーション学,そして ｢情報の科学｣が情報学
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